
小幅員区画道路の計画基準 

(目 的) 

第１ この基準は，主として住宅の建築の用に供する目的で行う開発行為において，幅員６メートル未 

満の区画道路(以下｢小幅員区画道路｣という。)を導入する場合において，  

(1) 交通及び宅地サービスの機能確保 

(2) 災害時の危険性の防止及び災害時の避難，救助，消防活動等の円滑な実施 

(3) 住宅地としての日照，通風等の環境の確保 

等を図るために守るべき条件として定めるものとする。 

(適用対象) 

第２ この基準は，開発区域の面積が概ね1ヘクタール以上の主として住宅の建築の用に供する目的で 

  行う開発行為を適用対象とする。 

   ただし，開発区域の面積が概ね1ヘクタール未満の主として住宅の用に供する目的で行う開発行 

  為であって，次の各号の一に掲げる条件に該当するものについては適用対象とする。 

(1) 当該開発区域が既に計画的開発が実施された区域に隣接していること。 

(2) 当該開発区域に地区計画が定められていること等により，将来，道路の階段構成による整備が 

確実と見込まれること。 

(3) 当該開発区域の周辺に幅員６メートル以上の道路がすでにあり，当該開発区域内の道路がこの 

道路に接続する区画道路で，延長される予定のない小区間のものであること。 

(小幅員区画道路の導入の条件) 

第３ 小幅員区画道路は，次の各号に掲げる条件に適合している場合に導入することができるものと 

  する。 

(1) 開発区域内及び開発区域の周辺の道路が次のいずれかに該当すること。           

イ 原則として，道路の段階構成が幹線道路，補助幹線道路及び区画道路と明確に整備されてい 

ること又は整備されることが確実と見込まれること。 

   ロ 開発区域の周辺に幅員６メートル以上の道路がすでにあり，開発区域内の道路がこの道路に 

接続する区画道路であって，延長される予定のない小区間のものであること。 

(2) 小幅員区画道路は，次に掲げる条件に該当すること。 

イ 幅員6メートル以上の道路又は歩行者専用道路等によって囲まれた概ね250メートル以下四 

方の区域の中の小区間の道路であること。 

ロ 沿道宅地へのサービス以外の目的の通過交通が生じない形状のものであること。 

ハ 原則として幹線道路に直接接続していないこと。 

 (小幅員区画道路の共通の計画基準) 

第４ 小幅員区画道路は，次の各号に掲げる計画基準に適合しなければならない。 

(1) 有効幅員 



有効幅員は４メートル以上とする。この場合において，L型側溝，コンクリート蓋等で車両通 

行上支障がない場合は当該側溝等を有効幅員に含めるものとする。また，電柱，道路標識等の工 

作物を道路内に設置する場合は当該工作物の設置されている部分及びその外側の部分は有効幅員 

に含めないものとする。 

(2) 交 差 点 

交差点は原則として直交させる。 

(3) 隅 切 り 

小幅員区画道路の交差部の隅切りは，原則として，隅切り長が３メートルの二等辺三角形と 

する。 

(道路形状別計画基準) 

第５ 小幅員区画道路は，次の各号に掲げる道路形状別計画基準の一に適合しなければならない。 

(1)  Ｉ字状小幅員区画道路の計画基準 

イ Ａ図のように幅員６メートル以上の道路（区画道路と幹線道路又は補助幹線道路との接続上 

支障がない部分については，歩行者専用道路等）によって囲まれた概ね120メートル以下四方 

の区域の中のＩ字状区画道路について小幅員区画道路とすることができる。 

ただし，Ｂ図のように幅員６メートル以上の道路をはさんで区画道路が連続する場合にあっ 

ては，連続する区画道路の道路延長（道路中心線の長さとする。以下同じ。）の合計が概ね250 

メートルを超えない場合に限る。 

Ｃ図のように通過交通の生じる可能性のあるＩ字状区画道路については小幅員区画道路とす 

ることができない。 

ロ 道路延長は概ね120メートル以下とする 
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(2)  Ｌ字状小幅員区画道路の計画基準 

イ Ａ図及びＢ図のように幅員６メートル以上の道路（区画道路と幹線道路又は補助幹線道路と 

の接続上支障がない部分については，歩行者専用道路等）によって囲まれた概ね120メートル 

以下四方の区域の中Ｌ字状区画道路について小幅員区画道路とすることができる。 

また，Ｃ図のように概ね 250メートル×120メートル以下の区域の中のＬ字区画道路について

も小幅員区画道路とすることができる。 

ロ 道路延長は概ね120メートル以下とする。 

ハ 屈曲部はその角度を90度以上とすること等により自動車の通行上支障のないものとする。 
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(3) Ｔ字状小幅員区画道路の計画基準 

イ Ａ図のように幅員６メートル以上の道路（区画道路と幹線道路又は補助幹線道路との接続上 

支障がない部分については，歩行者専用道路等）によって囲まれた概ね120メートル以下四方 

の区域の中のＴ字状区画道路について小幅員区画道路とすることができる。 

また，Ｂ図のように概ね250メートル×120メートル以下の区域の中のＴ字区画道路について 

も小幅員区画道路とすることができる。 

ロ 道路延長は概ね120メートル以下とする。 
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(4) Ｕ字状小幅員区画道路の計画基準 

イ Ａ図のように幅員６メートル以上の道路（区画道路と幹線道路又は補助幹線道路との接続上 

支障がない部分については，歩行者専用道路等）によって囲まれた概ね120メートル以下四方 

の区域の中のＵ字状区画道路について小幅員区画道路とすることができる。 

また，Ｂ図及びＣ図のように概ね250メートル×120メートル以下の区域の中のＵ字状区画 

道路についても小幅員区画道路とすることができる。 

ロ 道路延長は概ね250メートル以下とする。 

ハ 屈曲部は角度90度以上とすること等により自動車の通行上支障のないものとする。 

ニ Ｕ字状区画道路の奥は，歩行者専用道路，公園等に接するか又は幅員２メートル以上のフッ 

トパス等によって歩行者専用道路，公園等若しくは道路に接続することが望ましい。 
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(5) 行き止まり状小幅員区画道路の計画基準 

イ Ａ図，Ｂ図及びＣ図のように幅員６メートル以上の道路（区画道路と幹線道路又は補助幹線 

道路との接続上支障がない部分については，歩行者専用道路等）によって囲まれた概ね120メー 

トル以下四方の区域の中の行き止まり状区画道路について小幅員区画道路とすることができる。 

ロ 道路延長は原則として35メートル以下とし，35メートルを超える場合は終端及び区間35メー 

トル以内ごとに自動車の転回広場を設けるものとする。この場合において，自動車の転回広場 
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とは，「自動車の転回広場に関する基準」（昭和45年12月28日付け建設省告示第1837号）に 

適合するものとする。 

ハ 行き止まり状区画道路の終端は，歩行者専用道路，公園等に接するか又は幅員２メートル以 

上のフットパス等によって歩行者専用道路，公園等若しくは道路に接続することが望ましい。 
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